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材料および方法材料および方法材料および方法材料および方法

○供試材料 ： ハトムギ 品種あきしずく

○栽培場所:愛媛大学農学部内圃場

○栽培方法：ポット栽培（10 L）

○播種日 ： 2015年6月6日

○施肥 ： 化成肥料（N : P2O5 : K2O） を基肥，追肥1回目
（7月15日）および追肥2回目（8月16日（出穂後18

日目））にそれぞれポットあたり4.75 g，4.75 gおよ
び12.7 g施肥．

○出穂期：7月29日

○測定対象部位：穂の一部を構成する
鞘状苞，鞘状苞から展開した葉身，
鞘状苞から展開した穀実（2粒）お
よび雄花でこれらをソースシンク
単位とした

○測定項目と方法：
ガス交換速度；ガス交換計測システム（検出器LI6252（Licor, USA)

により測定
測定条件；同化箱内温度28±2℃，相対湿度50%，

PPFD0～1500µmol m-2 s-1の6段階

クロロフィル含量

13C同化産物の分配：測定対象各部位をビニルバックで密閉し，
バック内で13Cを発生させた．処理2時間後にビ
ニルバックを外し，処理24時間後に採取し，各
部位に分け，乾燥および粉砕後にGC/IRMS

（Integra CN，Sercon Inc.）で分析．

○測定時期：ソースシンク内の穀実が出穂後7～35日目まで7日ご
とに測定．

結果および考察結果および考察結果および考察結果および考察

まとめまとめまとめまとめ

第1表． 葉身，雄花，穀実および鞘状苞における
クロロフィル含量．

ハトムギ（Coix lacryma-jobi L. var. ma-yuen. (Roman.) Stapf.）の穂は有限花序をなし，穀実だけでなく複数の鞘状苞と葉身から

構成され，複雑な構造をしている．また，穀実は出穂以降しばらく緑色を呈しているだけでなく，雄花も緑色を呈している．そこで
本研究では，ハトムギ穂内における各部位ならびに器官（葉身，鞘状苞，穀実および雄花）のガス交換速度と13C同化産物の分
配について測定し，穂内のソースシンク関係について解析した．

○○○○雄花および穀実では，出穂後14日までは物質生産能力を有
しており，とくに雄花は受粉機能だけでなく，一時的に同化産
物の供給器官として機能していることが示唆された．

○○○○複数のソースシンク単位から構成されている穂では，上位
シンクにおいて穀実への物質集積への寄与の割合が高
かった．

雄花は出穂後20日前後で脱落したために，この時期以降の測定はできなかった．

第2表．各部位に供与した13C同化産物の分配率．

クロロフィル含量は，雄花，穀実および鞘状苞において葉身
と比べていずれの時期も低い値を示した．穀実は出穂後20

日前後に退色するために，クロロフィル含量はこの時期に
減少した．

葉身では，出穂後14日目にピークを示
した．
雄花および穀実では，出穂後14日まで
はある程度のPPFDでCO2吸収が放出を
上回った．
穀実では，出穂後21日目において退色
に伴い光補償点は高くなった．

第2図 穂内のシンクソースユニッ
トの構成（a）と各部位における炭
素固定量に基づいた穀実1個あ
たりの炭素供給における寄与率
(b)．L;ソース(葉身)，S;シンク(鞘状苞+穀実+

雄花)

•数値はソースおよびシンクの着生位置を示し，

それぞれのユニット内の低い位置に着生したも

のから数えた．

葉身で同化された13Cは，出穂後21日までは50%程度は穀実へ分配された．
雄花においては穀実へ50%程度が着生している穀実へ分配された．
鞘状苞においては，出穂後14日までは30～50%が穀実へ分配された．

各シンク部位には，50～80%の炭素
がソースより集積した．

上位シンクでは，それ自身の寄与も
大きく，穀実に集積した炭素のうち，
約30%がシンク（雄花，穀実および
鞘状苞）由来であった．

【引用文献】竹原ら(2014)：日本作物学会第238回講演会要旨集，106.

葉身 雄花 穀実 鞘状苞
出穂後日数 (mg m-2) (mg m-2) (mg m-2) (mg m-2)

7日 540 58 114 241

14日 642 76 98 221

21日 564 44 174

28日 613 21 167

35日 640 12 164

出穂後日数
供与部位 分配部位 7日 14日 21日 28日 35日

葉身

葉身 10.9 14.0 34.3 46.6 58.9 

雄花 6.8 3.1 0.3 0.0 0.0 

穀実 54.9 58.3 54.3 33.8 23.4 

鞘状苞 27.4 24.7 11.1 19.6 17.7 

雄花

葉身 0.0 0.0 － － －
雄花（供与部） 5.1 42.6 － － －
穀実（供与部） 49.4 55.6 － － －
雄花 0.0 0.0 － － －
穀実 0.0 1.6 － － －
鞘状苞 0.0 0.2 － － －

穀実

葉身 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

雄花（供与部） 23.5 6.0 0.0 0.0 0.0 

穀実（供与部） 76.5 94.0 0.0 0.0 0.0 

雄花 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

穀実 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

鞘状苞 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

鞘状苞

葉身 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

雄花 5.2 0.0 0.0 0.0 0.0 

穀実 34.2 54.8 3.2 0.0 0.0 

鞘状苞 60.7 45.2 96.8 100.0 100.0 

第1図．葉身，雄花，穀実および鞘状苞における光合成速度．
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写真． 穀実の登熟過程．

7日 14日 21日 28日 35日

出穂後日数

出穂後
日数

積算光合成量 面積 炭素固定量
分配部位 (gCO2 m-2 day-1) (cm2) (mgC day-1)

7日

葉身 31.4 11.0 0.215

雄花 3.4 1.4 0.003 

穀実 12.0 0.8 0.006 

鞘状苞 20.4 2.1 0.026 

14日

葉身 59.2 9.7 0.356

雄花 11.8 2.2 0.016

穀実 19.6 1.1 0.013

鞘状苞 15.1 2.6 0.024

21日
葉身 48.3 9.5 0.283 

鞘状苞 13.5 3.1 0.026 

28日
葉身 41.2 9.7 0.247 

鞘状苞 13.7 3.9 0.033 

35日
葉身 38.6 9.8 0.235 

鞘状苞 3.4 3.3 0.007 

写真． 同化箱に納めてガス交換
測定中の穀実および雄花と穀実

写真．13Cを供与している様子．

鞘状苞鞘状苞鞘状苞鞘状苞 雄花＋穀実雄花＋穀実雄花＋穀実雄花＋穀実

雄花雄花雄花雄花 穀実穀実穀実穀実

葉身葉身葉身葉身

鞘状苞鞘状苞鞘状苞鞘状苞
穀実穀実穀実穀実

雄花雄花雄花雄花

写真．穂の一部のソースシンク単位．

第3表．出穂後の異なる時期における各部位の積算光合
成量，葉面積および炭素固定量．


